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紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
へ

　
　
　

熱
い
火
を
お
こ
せ
！



み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
の
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
透
き
通
っ
た
水
が
出
て

き
ま
す
。

そ
の
水
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
か
ご

存
知
で
す
か
？

有
田
川
の
水
？

い
い
え
、
地
下
か
ら
水
を
く
み
あ
げ
て
い

る
ん
で
す
。

一
般
的
に
水
道
水
は
、
ダ
ム
に
た
め
た
水
、

川
の
水
、
地
下
水
な
ど
か
ら
ひ
か
れ
て
い
ま
す
。

有
田
市
の
地
下
水
は
と
て
も
キ
レ
イ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
最
低
限
の
滅
菌
で
、
安
全
な
飲

み
水
に
な
る
か
ら
で
す
。

自
然
界
の
水
が
、
お
い
し
く
飲
め
る
水
に

な
っ
て
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
届
く
ま
で
、
ど
ん

な
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
人
が
生
き
る
た
め
に
、
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
「
水
」
。

あ
ら
た
め
て
、
そ
の
大
切
さ
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

毎
日
の
く
ら
し
の
な
か
で
、
水
道
の
水
を

使
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
朝
起
き

て
、
顔
を
洗
っ
て
歯
を
磨
い
て
。
そ
し
て
、

洗
濯
や
お
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
私
た
ち
は
常

に
水
を
使
っ
て
く
ら
し
て
い
ま
す
。
家
以
外

で
も
、
工
場
や
学
校
な
ど
水
を
使
う
と
こ
ろ

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

蛇
口
か
ら
出
て
く
る
水
道
水
。
有
田
市
は

地
下
か
ら
く
み
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
ど
う

や
っ
て
き
れ
い
で
安
心
し
て
使
え
る
水
に
す

る
の
で
し
ょ
う
。

く
み
上
げ
ら
れ
た
地
下
水
は
、
浄
水
場
と

い
う
水
の
工
場
で
、
細
か
い
砂
を
沈
殿
さ
せ
、

薬
品
（
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
使
っ

て
、
滅
菌
（
消
毒
）

し
ま
す
。
有
田
市
の
、

地
下
水
は
不
純
物
が

少
な
い
の
で
、
た
く

さ
ん
の
薬
品
を
使
う

こ
と
な
く
、
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の

み
の
滅
菌
で
安
全
な

水
道
水
に
な
り
ま
す
。

浄
水
場
で
安
心
し
て
飲
め
る
よ
う
に
な
っ

た
水
は
、
配
水
池
と
い
う
プ
ー
ル
に
た
く
わ

え
ら
れ
、
道
路
の
下
に
あ
み
の
目
の
よ
う
に

は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
配
水
管
を
通
っ
て
、
皆

さ
ん
の
家
や
学
校

な
ど
の
蛇
口
ま
で

送
ら
れ
ま
す
。

滅
菌
す
る
前
の
地
下
水
が
安
全
か
ど
う
か

各
浄
水
場
で
鯉こ
い

を
飼
育
し
、
鯉
に
異
常
が
な

い
か
ど
う
か
確
認
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
下
水
・
水
道
水
と
も
に
、
国
が
定

め
た
水
質
項
目
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

定
期
的
に
分
析
し
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
地
球
の
表
面
は
、
約

70
％
が
水
に
お
お
わ
れ
て
い
て
、
『
水

の
星
』
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
く

ち
に
「
水
」
と
い
っ
て
も
、
海
、
氷
山
、

湖
、
川
、
地
下
水
、
雨
、
水
蒸
気
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
水
の
約
９
７
・
５
％
は
海
水
で
、

淡
水
（
真
水
）
は
残
り
の
約
２
・
５
％

で
す
。
こ
の
淡
水
も
、
ほ
と
ん
ど
は
南

極
や
北
極
に
あ
る
氷
や
雪
で
、
私
た
ち

が
わ
け
あ
っ
て
使
え
る
水
は
、
地
球
に

あ
る
水
の
う
ち
、
わ
ず
か
０
・
０
１
％

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
に
あ
る
水
の
量
を
お
風
呂
一
杯

分
（
お
よ
そ
２
０
０
ℓ
）
だ
と
す
る
と
、

私
た
ち
が
使
え
る
量
は
、
ス
プ
ー
ン
一
杯

分
（
お
よ
そ
２
０
０
㎖
）
に
な
り
ま
す
。

水
は
と
て
も
貴
重
で
限
り
あ
る
も
の

な
の
で
す
。

有
田
市
で
は
、
定
期
的
に
市
内
の
小
学
生

を
対
象
に
「
水
道
教
室
」
を
開
き
、
有
田
市

の
水
道
の
仕
組
み
や
水
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
ま
す
。

５
月
18
日
（
月
）
は
、
保
田
小
学
校
の

４
年
生
の
皆

さ
ん
が
下
中

島
浄
水
場
の

見
学
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。

取
水
ポ
ン
プ

や
送
水
ポ
ン

プ
な
ど
浄
水

場
の
仕
組
み

を
勉
強
し
ま

し
た
。

有
田
市
の
水
道
水
は

　
　

ど
こ
か
ら
き
て
る
の
？

有田川の水？ いいえ、地下水なんです

６月１日～７日は水道週間です。平成27年度スローガン カラカラで　蛇口に飛び込む　僕の口

か
け
が
え
の
な
い
資
源

ら
し
と
水

全
確
認
も万

全
！

下
水
を

安
全
な
水
に

な
さ
ん
の
も
と
へ

暮

安

地み

有
田
市
で
は
、
こ
の
良
質
な
水
道
水
を

活
用
し
た
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
名
称

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
12

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

浄水場のしくみ

水
を
大
切
に
使
っ
て
ね

水　

道　

教　

室

山の上に立って
るのを見たこと
あるかな？

送水ポンプを見学

　

有
田
市
の
水
道
の
水
が
地
下
水
だ
と

知
ら
な
か
っ
た
で
す
。
使
わ
な
い
と
き

は
蛇
口
を
き
っ
ち
り
閉
め
て
、
水
を
大

切
に
使
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

保
田
小
学
校
４
年　

佐さ

原は
ら

花か

音の
ん

さ
ん

水
道
教
室
の
感
想

下中島浄水場下中島第１配水池
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 情報ありだ 有田市の人口世帯数
（平成 27 年 5 月 1 日現在）

人口 30,032 人（前月比－ 39人）
男 14,273 人　女 15,759 人　世帯数 11,915 戸

Active Arida Tooics
有田市の施策やまちの話題など…

４月18日（土）～20日（月）宮原神社で「伝説の名
将・宮

みや

崎
ざ き

定
さ だ

直
な お

」展が開催されました。真
さな

田
だ

幸
ゆ き

村
む ら

に請われ
大阪の陣に参戦し、武功を立てた武者、宮崎定直を偲ぶ
もので、会場には墓所から出土されたかぶとなどが展示
されました。会場に足を運んだ方は、「このような伝説
が残る人物がいたとは知らなかった。まだまだ地元にも
知らない宝があるんだな」と語っていました。

伝説の名将を偲
しの

ぶ

5月4日（月）箕島漁港にて文紀にいやんのおさかな
勉強会が行われました。お魚すくいのコーナーでは、
鯛
たい

・ハマチなどが泳ぐいけすで、タモを使い、親子で一
生懸命魚を追っていました。ピチピチとはねるお魚に悪
戦苦闘！鯛をすくった子どもは、「お魚、元気いっぱい
だった」とうれしそうに話していました。

お魚とれたよ！

５月10日（日）第14回みかんの花街道ウォークが開
催されました。真っ青に晴れ上がった空の下、173名の
方が参加しました。
神戸から来られた方は、漂ってくるみかんの花の香り

に、「鼻をくすぐられるような、なんともいえない良い香
り。みかん畑から離れてもずっと香っているよ」とウォー
キングを楽しみながら、うれしそうに話していました。

みかんの花の良～い香り♪

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金に

つ
い
て

給
付
対
象
者
／
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手

当
の
受
給
者

※
平
成
27
年
度
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制

限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
対
象
外

対
象
児
童
／
平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

の
支
給
対
象
と
な
る
児
童

給
付
額
／
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　

（
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
）

※
給
付
は
１
回
限
り

申
請
方
法
／
児
童
手
当
の
現
況
届
と
一
緒
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
平
成
27
年
５
月
31
日
時
点

で
住
民
票
が
あ
る
市
町
村
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問　

福
祉
課
（
内
線
３
９
４
）

『
成
人
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
』

定
期
接
種
対
象
者

 

成
人
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ
い
て
は

４
月
に
対
象
者
の
方
へ
、
ハ
ガ
キ
で
ご
案
内

を
し
ま
し
た
が
、
文
中
に
「
過
去
に
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
を
任
意
で
接
種
さ
れ
た
方
は
対

象
外
（
定
期
接
種
）
で
す
」
と
記
載
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
対
象
外
と
は
過
去
に
任
意
接

種
で
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ
（
２
３
価
肺

炎
球
菌
莢き

ょ
う

膜ま
く

ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ

ン
）
を
接
種
さ
れ
た
方
で
す
。
過
去
に
プ
レ

ベ
ナ
ー
１
３
（
沈ち

ん

降こ
う

１
３
価
肺
炎
球
菌
結

合
型
ワ
ク
チ
ン
）
を
接
種
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
方
は
定
期
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
　
　

問　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82

－

３
２
２
３

お
知
ら
せ

有
田
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を販売

し
ま
す

「
有
田
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
と
は
、
地

元
消
費
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
的
と
す
る
２
，
０
０
０
円
分
の
プ
レ
ミ
ア

ム
を
付
け
た
商
品
券
で
す
。
有
田
市
内
の
商

店
等
で
使
用
可
能
な
１
口
１
２
，
０
０
０
円

（
５
０
０
円
券
×
24
枚
）
の
商
品
券
を
１
０
，

０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

販
売
数
／
１
２
，
０
０
０
口
（
１
人
３
口
ま
で
）

販
売
日
時
／
６
月
15
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　

※
火
曜
日
除
く

　
　
　
　
　

※
売
り
切
れ
次
第
販
売
終
了

販
売
場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

商
品
券
有
効
期
間
／

　

７
月
１
日
（
水
）
〜
12
月
31
日
（
木
）

使
用
可
能
店
舗
／
有
田
市
内
の
商
店
等
（
小

売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
大
型
店
・
コ
ン
ビ
ニ

等
（
予
定
）
）

問　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

℡
83

－

４
７
７
７

有
田
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た

４
月
に
各
世
帯
へ
配
布
し
ま
し
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
は
、
大
雨
に
よ
っ
て
有
田
川
が

氾は
ん

濫ら
ん

し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
区
域
と
、

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
、
緊
急
避
難

先
な
ど
の
防
災
関
連
施
設
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
示
し

た
箇
所
以
外
で

も
浸
水
し
た
り
、

土
砂
災
害
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
く
ま
で
一

つ
の
想
定
で
す
。
洪
水
や
土
砂
災
害
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
は
、
想
定
外
を
考
え

て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

防
災
安
全
課
（
内
線
２
１
８
）

二
川
ダ
ム
よ
り

こ
れ
か
ら
雨
の
多
い
時
期
と
な
り
、
ダ

ム
か
ら
放
流
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
そ
の

時
は
、
あ
ら
か
じ
め
サ
イ
レ
ン
ま
た
は
警
報

車
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
放
流
に
よ
り
、

水
位
が
上
昇
し

ま
す
の
で
、
河

川
内
に
お
ら
れ

る
方
や
、
置
い

て
い
る
物
件
は
、

早
め
に
安
全
な

場
所
へ
の
避
難

や
、
移
動
を
さ

れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

問　

和
歌
山
県
有
田
振
興
局
建
設
部

　
　
　

       

二
川
ダ
ム
管
理
事
務
所　

℡
23

－

０
２
５
１

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
（
ス
モ
ッ
グ
）

特
別
監
視
実
施
中

期
間
／
５
月
７
日（
木
）〜
10
月
２
日（
金
）

こ
の
期
間
中
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

（
ス
モ
ッ
グ
）
が
特
に
発
生
し
や
す
く
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
監
視

体
制
を
強
化
し
、
注
意
報
等
の
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
の
で
放
送
等
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

　
　

湯
浅
保
健
所　

℡
63

－

４
１
１
１

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎

年
６
月
に
『
現
況
届
』
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
養
育
の
状
況
な
ど
、

手
当
を
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
手
続

き
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
な
け
れ
ば
、
６
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
額

中
学
校
卒
業
ま
で

児童の年齢 一人あたりの月額
３歳未満 一律 15,000 円
３歳以上

小学校修了前
10,000 円

第３子以降は15,000 円
中 学 生  一律 10,000 円

の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
上
記
の
児
童
手

当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

※
第
３
子
以
降
と
は
高

校
卒
業
ま
で
（
18

歳
の
誕
生
日
後
の

最
初
の
３
月
31
日

ま
で
）
の
児
童
の

う
ち
、
３
番
目
以

降
を
い
い
ま
す
。

所
得
制
限
限
度
額

所
得
制
限
限
度
額

以
上
の
方
に
つ
い
て

は
、
児
童
１
人
あ
た
り

の
支
給
額
が
月
額
５
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

※
１
人
増
加
す
る
ご
と

扶養親族の数 所得額
０人 ６２２万円
１人 ６６０万円
２人 ６９８万円
３人 ７３６万円

に
限
度
額
に
38
万

円
加
算

※
扶
養
者
に
老
人
扶
養

の
人
数
を
含
む
場

合
は
、
１
人
に
つ

き
６
万
円
加
算

問　

福
祉
課
（
内
線
３
９
４
）

こども
スマイル

月生ま
れ６

申・問　秘書広報課（内線２０５）

氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセー
ジ（50字以内）を添えて、お申込みください。
応募多数の場合は抽選とさせていただきます。
申込方法／郵便・メール・持込
締切／６月 30日（火）

元気いっ
ぱいのお

子さんを
紹介しま

す !

８月生まれのお子さん（就学前）
を募集しています

元気で思いやりのある子に
育ってほしいです。
きょうだい仲良くね。

いつもやんちゃで元気いっぱい
の海星くん☆３歳のお誕生日お
めでとう♡強くて優しい思いや
りのある男の子に育ってね♥

１月に妹が産まれ、面倒もよく
みてくれてすっかりお兄ちゃん
になりました。仲良くしてね。

齋
さい

藤
とう

 未
み

来
く

都
と

ちゃん 瀧
たき

川
がわ

 海
かい

星
り

ちゃん 西
にし

崎
ざき

 俐
り

雄
お

ちゃん

（１歳） （３歳） （５歳）

住所  〒 649-0392 有田市箕島 50 有田市役所 秘書広報課あて　Mail hisho@city.arida.lg.jp
広報ありだ2015.6広報ありだ2015.6 ④⑤



国
民
年
金
に
つ
い
て

■
年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

公
的
年
金
の
年
金
額
は
、
平
成
27
年
度

は
、
0.9
％
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。　
　
　

４
月
か
ら
新
し
い
年
金
額
と
な
り
ま
す
の

で
６
月
の
支
給
（
４
月
分
・
５
月
分
）
か
ら

改
定
さ
れ
ま
す
。
基
礎
年
金
額
の
改
定
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◎
老
齢
基
礎
年
金
（
満
額
支
給
の
場
合
）
、

遺
族
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
２
級

平
成
27
年
４
月
か
ら
７
８
０
，
１
０
０
円

（
３
月
ま
で
７
７
２
，
８
０
０
円
）

◎
障
害
基
礎
年
金
１
級

平
成
27
年
４
月
か
ら
９
７
５
，
１
０
０
円

（
３
月
ま
で
９
６
６
，
０
０
０
円
）

■
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
死
亡
さ
れ

た
と
き

未
支
給
年
金
の
請
求
に
つ
い
て

年
金
は
死
亡
し
た
月
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま

す
。
死
亡
し
た
方
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
年
金

が
あ
る
と
き
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺

族
の
方
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

添
付
書
類
等

①
年
金
証
書

　

※
亡
失
の
場
合
添
付
で
き
な
い
理
由
書

②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類

　

請
求
者
の
住
民
票
・
戸
籍
謄
本
（
抄
本
）

③
そ
の
他　

認
め
印
・
請
求
者
の
預
金
通
帳

（
現
物
）

④
世
帯
が
別
の
時
は
生
計
同
一
証
明

■
死
亡
一
時
金
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
月
数
が
36
月
以
上
あ
る
被
保

険
者
が
、
老
齢
・
障
害
基
礎
年
金
の
い
ず
れ

も
受
け
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
と
き
、
死
亡
者

と
生
計
を
同
一
に
し
て
い
た
遺
族
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
方
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
遺
族
が
い
る
場
合
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

死
亡
一
時
金
の
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た

月
数
に
応
じ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
（
12
万

円
〜
32
万
円
）
な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
め

た
期
間
が
36
月
以
上
あ
る
場
合
は
、
さ
ら
に

８
，
５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
死
亡
か
ら
２
年
経
過
す
る
と
、
請
求
が
時

効
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
３
）
４
４
７

－

１
６
８
８

　

健
康
課
（
内
線
５
１
６
）

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
手
続

平
成
27
年
度
の
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納

付
手
続
は
、
６
月
１
日
（
月
）
〜
７
月
10

（
金
）
日
ま
で
の
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

を
総
称
し
た
も
の
で
、
年
度
当
初
に
概
算
で

申
告
・
納
付
し
、
翌
年
度
当
初
に
確
定
申
告

の
上
、
精
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
度
更
新
用
の
申
告
書
は
、
事
業
場
あ
て

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
提
出
は
、
最
寄
り
の
集

合
受
付
会
場
、
各
労
働
基
準
監
督
署
、
和
歌

山
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
の
窓
口

（
郵
送
可
）
又
は
銀
行
等
の
金
融
機
関
、
郵

便
局
の
窓
口
で
行
う
同
時
納
付
や
電
子
申
請

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　

和
歌
山
労
働
局
総
務
部

　
　
　
　

℡
０
７
３

－

４
８
８

－

１
１
０
２

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
介
護

保
険
料
は
、
３
年
に
一
度
見
直
す
も
の
で
、

平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
介
護
保
険

料
を
改
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
は
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認

定
者
の
増
加
に
伴
う
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
増
加
や
、
第
１
号
被
保
険
者
の
負
担
割

合
変
更
な
ど
が
影
響
し
て
い
ま
す
が
、
介
護

給
付
費
準
備
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
保
険

料
上
昇
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
第
１
号
被
保
険
者
の
皆
様
に
は
、

７
月
中
旬
に
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
送

付
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

問　

高
齢
介
護
課
（
内
線
２
８
１
）

コ
ン
ポ
ス
ト
（
生
ご
み
処
理
容
器
）

貸
与
制
度

家
庭
用
コ
ン
ポ
ス
ト
（
生
ご
み
処
理
容

器
）
を
利
用
し
て
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み

の
減
量
、
た
い
肥
と
し
て
の
再
資
源
化
を
図

る
た
め
今
年
度
も
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。　

ま
た
、
１
年
間
貸
与
条
件
を
履
行
し
た
方

に
は
譲
与
し
ま
す
。

申
込
／
６
月
10
日
（
水
）
〜

対
象
者
／
①
市
内
在
住
の
方
②
２
ｍ
四
方
の

土
壌
の
土
地
を
お
持
ち
の
方
③
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
方

貸
与
期
間
／
１
年
間

数
量
／
20
個　

※
１
世
帯
に
つ
き
１
個

貸
与
条
件
／
①
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用
し
、
生

ご
み
の
減
量
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

②
市
が
実
施
す
る
利
用
状
況
等
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
提
出
す
る
。

注
意
事
項
／
①
コ
ン
ポ
ス
ト
を
勝
手
に
処
分

し
な
い
。
②
貸
与
中
に
生
じ
る
必
要
経

費
は
、
貸
与
を
受
け
た
方
が
負
担
す
る

こ
と
。

※
生
ご
み
処
理
機
の
貸

し
出
し
も
引
き
続
き

実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
貸
与
期
間

は
４
ヶ
月
で
す
。

申
・
問　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

平
成
27
年
度

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
受
付
開
始

こ
の
た
び
、
第
１
８
９
回
国
会
で
成
立
し

た
「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
対
象
者
／
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る

方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
位
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
（
１
）
父
母 

（
２
）
孫 

（
３
）
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ

り
ま
す
。

④
右
記
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
の
生
計
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

す
。

支
給
内
容
／
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

受
付
日
時
／
６
月
８
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

         　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

受
付
場
所
／
市
役
所
３
階
会
議
室

※
上
記
期
間
に
ご
都
合
悪
い
方
は
福
祉
課
窓

口
で
受
付
し
ま
す
。

請
求
期
間
／
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

問　

福
祉
課
（
内
線
３
２
５
）

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　

６
月
22
日
〜
６
月
28
日
は
全
国
一
斉
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
で
す
！

相
談
内
容
／
子
供
に
関
す
る
人
権
な
ん
で
も 

相
談

受
付
日
時
／
６
月
22
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
　
　
　

６
月
27
日
（
土
）
〜
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

℡
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

　
　
　
　
　

（
全
国
共
通
・
無
料
）

有田市役所………… 83-1111
有田市消防本部…… 83-0119
有田市立病院……… 82-2151
有田市水道事務所… 83-2141
有田市文化福祉センター … 82-3221

有田市図書館……… 82-3220
初島公民館………… 82-4159
港町公民館………… 82-5957
箕島公民館………… 82-2276
宮崎公民館………… 83-3955

保田公民館………… 82-3168
宮原公民館………… 88-5524
糸我公民館………… 88-5500
中央地区公民館…… 82-1093

市庁舎関係
連絡先

６
月
23
日
〜
29
日

男
女
共
同
参
画
週
間

『
地
域
力
×
女
性
力
＝
無
限
大
の
未
来
』

（
平
成
27
年
度
内
閣
府
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

育てよう　相手を気遣う　思いやり平成26年度　人権啓発標語　入選作品　小学生の部 ごめんねと　言える自分に　なりたいな

あなたの健康づくりのために！
集団健診を受けましょう！

後期高齢者医療保険1日ドック助成制度のご案内
（人間ドック・脳ドック）

※脳外科で診療を受けている方、体内にペースメーカー
や金属を入れている方は脳ドックの受診はできませ
ん。

受診期間／７月～平成28年２月
助成対象／・後期高齢者保険に加入している方で、有田

市に住民登録がある方。
・後期高齢者医療保険料の滞納がない方。
・今年度に有田市から１日ドック助成制度に
よる検診を受けていない方。
・今年度に特定健診及び和歌山県後期高齢者
医療広域連合が実施する健康診査を受診し
ていない方。

必要なもの／保険証・印鑑
受付／７月１日（水）～
申・問　健康課（内線２５９・２５７）

受付時間／午前８時～９時
※すべて無料です。
※事前に予約が必要です。電話にてお申込みください。
＜特定健診＞
対象者／40～74歳の国保加入者（受診券が必要）
内容／問診・診察・身体測定・血圧測定
　　尿検査・心電図・血液検査
＜がん検診＞
対象者／満40歳以上の有田市民
検診種別／胃がん・大腸がん
　　　　胸部・乳がん
　　　　肝炎ウイルス

問　健康課（内線３４３）
　保健センター　℡82-3223

検診名 受診機関 自己負担額 定員

人間ドック
有田市立病院 ７，４００円

５名
桜ヶ丘病院 ６，３７０円

脳ドック 国保日高総合病院 ８，４３０円 ５名

実施日 健診場所 申込締切日

 ７月１日（水） 糸我公民館 ６月17日（水）

７月10日（金） 山地コミュニティ
センター ６月25日（木）

７月28日（火） 福祉館なごみ ７月15日（水）

受けて安心！
受けてナットク!!

献血へ
行こう！

６月３日（水）
有田警察署　午前 10時～正午
桜ヶ丘病院駐車場　午後１時 30分～４時

６月10日（水） オークワ箕島店　午前 10時～ 11時 45分・午後１時～４時 30分

段　階 対　象　者 割　合 保険料
（年額）

第1段階

生活保護を受給している方

基準額
×0.45

31,320
円市

民
税
非
課
税
世
帯

老齢福祉年金を受給している方

課税年金収入額と合計所得金
額の合計が80万円以下の方

第2段階
課税年金収入額と合計所得金
額の合計が80万円超えて120
万円以下の方

基準額
×0.75

52,200
円

第3段階 課税年金収入額と合計所得金
額の合計が120万円を超える方

基準額
×0.75

52,200
円

第4段階

市
民
税
課
税
世
帯

市
民
税

本
人
非
課
税

課税年金収入額と合計所
得金額の合計が80万円
以下の方

基準額
×0.90

62,640
円

第5段階
課税年金収入額と合計所
得金額の合計が80万円
を超える方

基準額 69,600
円

第6段階
市
民
税
本
人
課
税

合計所得金額が120万円
未満の方

基準額
×1.20

83,520
円

第7段階 合計所得金額が120万円
以上190万円未満の方

基準額
×1.30

90,480
円

第8段階 合計所得金額が190万円
以上290万円未満の方

基準額
×1.50

104,400
円

第9段階 合計所得金額が290万円
以上の方

基準額
×1.70

118,320
円

広報ありだ2015.6広報ありだ2015.6⑦ ⑥



図書館だより
☆おはなし会のお知らせ☆
日時／６月21日（日）　午前10時～
場所／有田市図書館　えほんのへや
内容／絵本の読み聞かせ　　　
※申し込みは不要です。

新着図書紹介新着図書紹介
「齋藤孝のイッキによめる！名作選

小学1年生～小学３年生」
齋藤　孝／編　　　講談社

読み聞かせ・ひとり読み・音
読で国語力がアップできる。
「小学1年生」「小学２年生」
「小学３年生」向けになってい
て、さくらももこ、新美南吉、松
谷みよ子などの作品を収録。
各作品に齋藤孝が選んだ好き
な文章ベスト3を掲載する。
【対象：小学校低学年から】

問　図書館（℡82-３２２０）

そうだん（無料）
市民法律相談　※予約制　
日時／６/16（火）･７/21（火）
　　　午後１時～４時20分
場所／市役所３階会議室
※弁護士は月替わり
※定員10名
問　市民課（内線244）

３者合同相談
日時／６/11（木）･７/９（木）
　　　午後１時30分～４時
場所／文化福祉センター
問　行政相談・人権相談／
　　市民課（内線244・368）
　　心配事・悩み事相談／
　　社会福祉協議会　
　　℡88-2750

こころの健康相談※予約制
日時／６/10（水）･11（木）

･17（水）･７/２（木）
･８（水）･15（水）

　　　午後１時30分～５時
場所・問
　湯浅保健所　℡64-1294

教育相談
日時／平日　午前９時～
場所／市役所４階教育委員会
問　教育総務課（内線512）

青少年センター
日時／平日　午前８時30分～
場所・問　青少年センター
℡0120-783-782　82-3591
家庭児童相談
日時／月～木　※平日のみ
　午前９時～午後４時
場所・問　家庭児童青少年相談室
　　　　　℡82-3711

消費生活相談
日時／６/２（火）･７/７（火）
　　　午後１時～４時
場所／市役所３階
　　　ミーティングルーム　
※専門の相談員による相談
※電話相談も可
※上記以外にも市職員が相談
　を受けます（平日）
問　産業振興課　℡83-0225

バナー広告大募集！　　　　申・問　総務課（内線２１９）
市ホームページであなたの会社を宣伝しませんか？ぜひご利用ください。
広告料／１０，０００円（１ヶ月）※複数月契約すると割引制度が適用されます！

広告

【
予
約
の
方
法
】

専
門
外
来
（
谷
口
医
師
）
の
診
察
は
予

約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
専
門
外
来
予

約
は
、
お
電
話
に
て
、
平
日
の
時
間
内
に

て
受
付
し
ま
す
。
電
話
の
際
、
「
手
・
足

専
門
の
診
察
予
約
を
し
た
い
」
旨
を
伝
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が

り
ま
す
。

■
診
察
日

　

毎
週
月
曜
日
・
水
曜
日

問　

市
立
病
院　

℡
82

－

２
１
５
１

国
民
健
康
保
険
加
入
対
象
の
方
は
、
市
立

病
院
で
一
日
ド
ッ
ク
（
人
間
ド
ッ
ク
）
を
受

付
し
て
い
ま
す
。

※
有
田
市
の
助
成
あ
り

■
検
査
項
目

身
体
測
定
・
尿
検
査
・
便
検
査
・
血

液
検
査
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図
・
肺

活
量
・
腹
部
超
音
波
検
査
・
胸
部X

線
撮

影
・
胃X

線
撮
影
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）
ま

た
は
内
視
鏡
検
査
（
胃
カ
メ
ラ
）

■
申
込
方
法

特
定
健
診
受
診
券
・
保
険
証
・
印
鑑
を

ご
持
参
の
う
え
、
市
役
所
健
康
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
課　

（
内
線
３
４
３
）

手
・
足
の
専
門
外
来
の
受
付
に
つ
い
て

一
日
ド
ッ
ク
（
人
間
ド
ッ
ク
）
受
診
で
き
ま
す

市
立
病
院
通
信

講
師
／
安
川
診
療
所　

　
　
　
　
　
　

院
長　

安や
す

川か
わ　

修し
ゅ
う　

先
生

※
参
加
費
無
料

問　

桜
ヶ
丘
病
院　

℡
83

－

０
０
７
８

有
田
川
ク
リ
ー
ン
作
戦　

〜
み
ん
な
で
取
り
組
む
環
境
美
化
〜

有
田
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
今
年
で
18
回

目
と
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
環
境
美
化

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
美
化
意
識
の
向
上
を

図
り
、
自
分
た
ち
の
住
む
有
田
市
を
美
し
い

ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

個
人
、
ご
家
族
、
サ
ー
ク
ル
、
各
種
団

体
、
企
業
な
ど
、
今
年
も
多
く
の
方
々
の
ご

参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

集
合
場
所
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い
の
自

治
会
等
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
日
／
７
月
５
日
（
日
）
午
前
７
時
〜

※
悪
天
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
は
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課

　
　

（
内
線
２
２
９
）

有
田
市
全
国
大
会
等
出
場
奨
励
金
制
度

有
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
の
国
際
大
会
や
全
国
大
会
等
に
出
場
す
る

市
内
在
住
の
高
校
生
以
下
の
児
童
ま
た
は
生

徒
の
皆
さ
ん
を
激
励
し
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
等
へ
の
出
場
決
定
（
出
場
申
込

が
完
了
）
次
第
、
出
来
る
だ
け
早
く
、
関
連

書
類
を
添
え
て
有
田
市
全
国
大
会
等
出
場
奨

励
金
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申

請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

生
涯
学
習
課
（
内
線
５
１
１
）

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
中

市
役
所
で
は
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
の
た

め
、
ま
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
一
環
と
し

て
、
10
月
31
日
（
土
）
ま
で
ク
ー
ル
ビ
ズ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

総
務
課
（
内
線
２
１
２
）

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
採
用
試
験
」

日
程
／
６
月
14
日
（
日
）　

　
　

※
受
付
は
６
月
12
日
（
金
）
ま
で

　
　

６
月
24
日
（
水
）　

　
　

※
受
付
は
６
月
22
日
（
月
）
ま
で

【
採
用
後
の
待
遇
等
】

自
衛
官
候
補
生
手
当
／

　
　

１
２
６
，
５
０
０
円　

（
月
額
）

こ
の
他
、
各
種
手
当
が
該
当
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
年
２
回
期
末
・
勤
勉
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部　

　

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82

－

６
６
３
１

募　
　

集

平
成
27
年
国
勢
調
査
の
調
査
員
を
募
集

平
成
27
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

平
成
27
年
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

有
田
市
で
は
、
国
勢
調
査
へ
の
理
解
と
熱

意
を
持
っ
て
、
調
査
員
の
業
務
に
従
事
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
件
／
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
方

①
責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
、

原
則
と
し
て
20
歳
以
上
の
方
②
秘
密
の
保

護
に
関
し
責
任
を
持
て
る
方
③
税
務
・
警

察
に
直
接
関
係
の
な
い
方
④
選
挙
に
直
接

関
係
の
な
い
方
⑤
暴
力
団
員
で
な
く
、
暴

力
団
と
密
接
な
関
係
を
有
し
な
い
方

報
酬
／
国
の
基
準
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
、
受

持
ち
調
査
区
数
、
世
帯
数
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。
お
お
よ
そ
３
０
，
０
０
０

〜
６
０
，
０
０
０
円
程
度
※
多
少
前
後

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

任
命
期
間
／
８
月
５
日
（
水
）
〜

　

11
月
４
日
（
水
）
（
３
ヵ
月
間
）

主
な
仕
事
内
容
／

①
説
明
会
へ
の
参
加

②
担
当
地
域
の
確
認

③
調
査
に
つ
い
て
の
説
明

と
調
査
書
類
の
配
布

④
調
査
票
の
回
収

⑤
調
査
票
の
整
理
と
提
出

※
申
込
書
は
経
営
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
係
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

締
切
り
／
６
月
15
日
（
月
）　

※
人
数
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

（
定
員
１
２
９
名
）

申
・
問　

経
営
企
画
課
（
内
線
３
２
２
）

イ
ベ
ン
ト

タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
健
康
セ
ミ
ナ
ー

〜
１
食
５
０
０
㎉
で
ま
ん
ぷ
く
に
！
〜

日
時
／
７
月
５
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
／
２
０
０
名
（
先
着
順
）

申
込
期
間
／
６
月
10
日
（
水
）
〜
30
日
（
火
）

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
（
血
管
年
齢
測
定
、
体
組
成
計
測

定
、
血
圧
測
定
な
ど
）
を
設
け
ま
す
。

申
・
問　

健
康
課
（
内
線
３
４
３
）

在
宅
医
療
市
民
講
座

日
時
／
７
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
45
分

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
／
「
自
分
ら
し
く
最
後
ま
で
生
き
る

た
め
に
」

講師／金
きん

　華
か

蓮
れん

氏
㈱タニタヘルスリンク

管理栄養士

平
成
27
年
度

　

市
県
民
税
・
普
通
徴
収
（
１
期
）

納
期
限
は
６
月
30
日
（
火
）
で
す
。

情報があれば有田警察署もしくは最
寄りの交番、駐在所まで連絡してく
ださい。
通報先／有田警察署（℡ 83-0110）

６月は『不法就労・不法滞在防止のための活動強化月間』
～和歌山から不法滞在者をなくそう～

広報ありだ2015.6広報ありだ2015.6⑨ ⑧



ふるさと再 発見 ひと まち ほこり

│
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
え
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
す
ね
。
ま
た
、
５
年
生
で
参
加
し
た
子

が
一
年
後
６
年
生
と
し
て
来
た
と
き
に
す

ご
く
成
長
を
感
じ
ま
す
。

い
よ
い
よ
本
番

境
内
に
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
つ
め
か

け
る
中
、
お
渡
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
紫
色

の
着
物
に
身
を
包
み
、
凜り
ん

と
し
た
表
情
で
、

み
ん
な
の
声
を
ひ
と
つ
に
、
今
ま
で
練
習
し

て
き
た
和
讃
を
唱
え
て
い
ま
し
た
。

会
式
終
了
後
、
和
讃
に
参
加
し
た
糸
我
小

学
校
６
年
の
伊い

集じ
ゅ
う

院い
ん

未み

帆ほ

さ
ん
は
、

「
糸
我
の
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る

伝
統
あ
る
行
事
に
糸
我
に
住
む
自
分
も
関
わ

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
文
化
は
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力

と
努
力
が
あ
っ
て
、
未
来
へ
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

放
課
後
の
練
習

お
堂
に
涼
や
か
な
リ
ン
の
音
と
、
子
ど
も

た
ち
の
唱
え
る

和
讃
が
響
い
て

い
ま
す
。
彼
女

た
ち
は
糸
我
小

学
校
の
５
年
生

と
６
年
生
。
５

月
14
日
の
会
式

に
向
け
、
４
月

か
ら
放
課
後
の

時
間
を
使
い
、

得
生
寺
で
練
習

を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
初
め
は
、
和
讃
の
内
容
を
暗
記
し
、

何
も
見
ず
に
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く

る
と
、
和
讃
に
合
わ
せ
て
リ
ン
を
鳴
ら
す
練

習
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

長
年
和
讃
の
練
習
の
指
導
を
し
て
い
る

方
々
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

│
ど
う
い
う
思
い
で
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

̶

伝
統
あ
る
儀
式
を
子
ど
も
た
ち
に
も
関
心

を
も
っ
て
も
ら
い
、
未
来
に
引
き
継
い
で

い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

│
指
導
を
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

広告広告

職
場
で
あ
る
市
役
所
の
始
ま
り

は
朝
の
八
時
半
。

し
か
し
、
大
中
眞
人
さ
ん
の
朝

は
、
八
時
、
執
務
室
の
一
番
奥
に
佇

た
た
ず

む
ソ
フ
ァ
か
ら
始
ま
る
。
彼
は
こ
こ

で
毎
朝
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
本
を

読
む
の
で
あ
る
。

始
ま
り
は
、
小
学
校
の
頃
に

買
っ
て
も
ら
っ
た
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・

ホ
ー
ム
ズ
全
巻
。
も
う
久
し
く
読

ん
で
い
な
い
け
れ
ど
、
今
で
も
捨

て
ら
れ
な
い
と
懐
か
し
む
大
中

さ
ん
。
こ
こ
か
ら
大
中
さ
ん
の
読

書
人
生
は
始
ま
る
。
歴
史
や
文
化

財
関
連
の
本
が
特
に
好
き
だ
が
、

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
年
間
１
０
０

冊
も
の
本
を
読
む
。
大
中
さ
ん
の

次
か
ら
次
へ
と
溢あ

ふ

れ
る
魅
力
的
な

お
話
、
知
識
、
人
柄
が
こ
の
読
書
人

生
を
物
語
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
大
中
さ
ん
は
こ
の
春
、
40

年
間
働
い
た
職
場
を
定
年
退
職
さ

れ
た
。

前月号から始まったこのコーナーは、地
域の課題解決について研究し、有田市にお
いてフィールドワークなどの活動を行って
いる龍谷大学の学生のみなさんが取材しま
した。

“ホッとできる自分の居場所”を“縁
側”と名づけ、その魅力を多くの人に伝え
るため、学生に記事を書いてもらい、連載
しています。今回が第２弾です。

水
産
関
連
の
職
場
に
配
属
さ
れ

て
い
た
頃
、
大
中
さ
ん
は
地
元
の
漁

師
さ
ん
か
ら
お
も
し
ろ
い
話
を
聞

い
た
。

有
田
市
を
流
れ
る
、
二
級
河
川

で
あ
る
有
田
川
。
夕
方
、
有
田
大
橋

か
ら
そ
の
有
田
川
を
前
に
西
の
方

角
に
顔
を
向
け
る
。
す
る
と
大
き
な

夕
日
が
ち
ょ
う
ど
有
田
川
の
河
口
に

真
っ
直
ぐ
沈
ん
で
い
く
と
い
う
。
お

彼
岸
の
頃
に
し
か
見
ら
れ
な
い
貴

重
な
景
色
、
有
田
川
と
大
き
な
夕

日
が
ぴ
っ
た
り
マ
ッ
チ
す
る
絶
景
に

感
動
し
た
と
話
す
大
中
さ
ん
。

長
年
有
田
市
に
住
ん
で
い
て
も

知
ら
な
か
っ
た
、
地
元
の
漁
師
さ
ん

だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
景
色
。

今
で
も
お
彼
岸
の
時
期
に
な
る

と
、
こ
の
夕
日
を
思
い
出
す
。

40
年
間
有
田
市
で
働
き
、
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
っ
た
大
中
さ
ん

の
胸
に
は
他
に
も
素
敵
な
縁
側
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

取
材
を
終
え
て
・
・
・

実
際
に
お
話
を
聞
き
、
記

事
を
作
る
中
で
難
し
さ
と
責

任
を
実
感
し
た
と
同
時
に
、

市
外
の
目
か
ら
見
た
有
田
市

の
魅
力
を
少
し
で
も
発
信
で

き
れ
ば
と
い
う
想
い
が
強
く

な
り
ま
し
た
。

お
話
を
聞
く
中
で
、
有
田

市
が
好
き
な
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

色
々
な
方
の
お
話
か
ら
有
田

市
の
魅
力
を
引
き
出
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

龍谷大学生
持ち込み企画

左から順に
野
の

口
ぐち

裕
ゆ

加
か

・宮
みや

田
た

澪
れい

・矢
や

野
の

凌
りょう

祐
すけ

・押
おし

谷
たに

千
ち

咲
さき

有田市 縁側発見新聞 №02

有田大橋からのぞむ
有田川河口

〜
オ
レ
ン
ジ
色
の
絶
景
〜

この春定年退職した

大
おお

中
なか

 眞
まさ

人
と

さん

（60）
初島町在住

子どもたちの和讃が響く中将姫大会式

リンを使って和讃の練習

和讃の指導者さんたち
左から
　　伊

い

藤
とう

 美
み

恵
え

子
こ

さん
　　宮

みや

井
い

 眞
ま

由
ゆ

美
み

さん
　　三

み

木
き

 祐
ゆ

里
り

さん

一般には、諸仏、菩薩、高僧の徳や
行跡を和文の詩形式で讃

たた

えたもの
で、七五調でつくられたものが多い。
中将姫和讃は、得生寺に伝わる中
将姫の伝説を唱えるものである。
和讃を唱える際に、和讃の節回し
に合わせ、リンを鳴らす。

←赤い房のついたリン

舞台裏

～中将姫大会式～
毎年、５月 14日に行われる得生寺の中将姫大

会式。恒例行事として親しまれていますが、きら
びやかなお渡りの舞台裏をみなさんご存知でしょ
うか？
今回、お渡りの二十五菩

ぼ

薩
さつ

の前を歩く、和讃を
唱える子どもたちの姿を追いました。

和
わ

讃
さん

とは？
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よ
り
良
い
有
田
市
を
め
ざ
し
て

〜 

好
機
到
来
〜

６
月
に
入
り
、
早
く
も
１
年
の
折

り
返
し
と
な
り
ま
し
た
。
山
々
の

木
々
や
草
花
た
ち
は
、
そ
の
緑
色
が

よ
り
一
層
深
み
を
増
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
和
歌
山
に
お
い
て
、
世
界

遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」
が
登
録
10
周
年
を
迎
え
、
さ
ら

に
今
年
は
「
高
野
山
開
創
１
２
０
０

年
」
、
「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
・

紀
の
国
わ
か
や
ま
大
会
」
と
大
き
な

催
事
が
続
き
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
国
体
の
開
催
時
期
に
あ
わ
せ

て
、
高
野
山
開
創
１
２
０
０
年
記
念

特
別
展
「
あ
り
だ
の
み
仏
た
ち
」
を

郷
土
資
料
館
で
開
催
す
る
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
熊
野
へ
の
参
詣
道
「
紀
伊

路
」
の
、
古
く
か
ら
要
衝
の
地
で

あ
っ
た
「
糸
我
峠
」
を
国
の
史
跡
に

指
定
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
、

「
紀
伊
路
」
の
重
要
性
が
増
し
て
、

い
つ
の
日
か
世
界
遺
産
登
録
へ
と
期

待
が
膨
ら
み
ま
す
。

そ
の
熊
野
古
道
沿
い
に
あ
る
太
刀

宮
神
社
を
皆
様
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
今
か
ら
４
０
０
年
前
、
宮
崎
城

主
宮
崎
隠
岐
守
定
秋
の
三
男
に
宮
崎

定
直
と
い
う
剣
術
の
達
人
が
お
り
、

豊
臣
方
と
徳
川
方
の
最
後
の
決
戦
、

世
に
い
う
大
阪
の
陣
に
お
い
て
、
豊

臣
方
の
真
田
幸
村
に
請
わ
れ
て
参
陣

し
、
一
方
の
旗
頭
と
し
て
奮
戦
、

数
々
の
武
功
を
立
て
ま
し
た
。
そ
れ

に
ま
つ
わ
る
刀
が
納
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
太
刀
宮
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
来
年
は
、
奇

し
く
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
日
曜
大
河
ド
ラ
マ

が
真
田
幸
村
に
決
定
し
て
お
り
、
和

歌
山
の
魅
力
発
信
、
誘
客
に
努
め
る

絶
好
の
機
会
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
魅
力
を
幅
広

く
情
報
発
信
し
、
本
市
を
訪
れ
た
観

光
客
の
皆
さ
ん
を
「
お
も
て
な
し
」

の
心
で
お
迎
え
す
る
と
と
も
に
そ
の

消
費
を
積
極
的
に
地
域
経
済
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
ず
は
「
知
っ
て
い
た
だ
く
」
、

次
に
「
来
て
い
た
だ
く
」
、
そ
れ
か

ら
「
見
て
い
た
だ
く
」
、
そ
し
て

「
買
っ
て
い
た
だ
く
」
こ
と
を
合
言

葉
に
し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

皆
様
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

副
市
長　

成
川 　

満

ボトルウォーター
名称大募集!

★有田市の良質な水をイメージした名称
★今までのボトルウォーターにないイメージの名称
★思わず買ってみたい・飲んでみたくなる名称

使用できない名称
・他のボトルウォーターと類似した名称
・公序良俗に反する名称

○応募方法　①郵送② FAX③電子メール④持参
必要事項
①ボトルウォーターの名称
　（漢字・アルファベットにはふりがな）
②その名称の説明・コンセプト　
③住所、氏名、年齢、電話番号
※ひとり何点でも応募可能です。

○応募資格／どなたでも応募できます。
○締切／６月 15日（月）※郵送当日消印有効

○審査
・審査は有田市が行います。
・採用対象となった名称を参考に決定し、必要に応じて
修正・補作して使用する場合があります。

○結果発表　市ホームページ及び広報紙等で公表します。
○賞品　採用された方に有田市よりお礼の品を贈呈します。
○その他の詳細については市ホームページをご覧ください。
問　経営企画課（内線３２２）
　　FAX:0737-82-1725　Mail:keieikikaku@city.arida.lg.jp

有田市の良質な水道水の PR及び災害備蓄用としても
活用する予定のボトルウォーターの名称を募集します。
自由な発想のオリジナルの名称をお待ちしています！

太刀宮神社

今
回
は
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
、
副
市
長
か
ら
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

有
田
市
長　

望
月
良
男
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